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ｉＣＳレター第３号では、蓮根小学校ＣＳ委員会の取組を紹介します。同校第２回ＣＳ委員会では   

「教職員との熟議」、第３回ＣＳ委員会では「６年生との熟議」を行いました。 

教職員との熟議  
 第２回ＣＳ委員会では、アドバイザー派遣を利用し、井上 尚子氏(文科省ＣＳマイスター、東京都ＣＳアド

バイザー)にファシリテーターを務めていただきながら「考えよう！みんなでつくるワクワクする学校」

をテーマに教職員との熟議を行いました。 

 

熟議の最後には、、、 
フセンで話の見える化を！ 

・フセン１枚につき１つの意見を書く 

・模造紙に貼りながら自分の考えを話す 

・何度も貼り直しながら似た意見で 

 グループ分けする。 

 フセンの活用により、 

発言が苦手な人も積極的

に意見が出せます 

各々の立場から

目標を書き共有

します 

「子どもたちがワクワクするかどうかを

念頭に熟議をする。」といった目標が 

ＣＳ委員から示されるなど、熟議を通し

て各々の立場から学校のためにできるこ

とを見つけられました。 

熟議の約束 

・人の意見を否定せず、自分ならこう考える 

 という発言をする。 

・それぞれの意見をうなずきながら笑顔で聞く。 

・みんなが話せるように、一人が長く話しすぎない。 

熟議の進め方 

➀アイスブレイク 

↓ 

②個人ワーク            
ワクワクする学校ってどんな学校？  
個人ごとにフセンに意見を記入 

↓ 

③共有 

模造紙にフセンを貼りながら意見を共有 
似た意見をグループ分け 

↓ 

④まとめ 

ワクワクする学校の実現のために   
それぞれの立場で何ができるか考える 

どんな流れで熟議を  

進めていこうかな？ 

蓮根小学校芦谷校長先生が考える、教職員と

熟議する目的と効果について 

・ＣＳ委員に学校の取組を知ってもらう機会になる。 

・教職員にとってはＣＳ委員を身近に感じられる。 



 
 

インスタグラムアカウントを開設しま
した！様々な情報を発信しますので、
ぜひフォローをお待ちしています！ 

 

 

Instagram アンケート 

６年生児童との熟議  

 ９月26日(金)にＣＳ委員長協議会を開催しました。 

 当日の資料や映像をホームページに掲載しておりますのでぜひご覧ください。 

ｉＣＳレターについて、より良い紙
面づくりのために簡単なアンケート
にご協力ください！ 

６年生を１グループにつき10名ずつ配置し、

ＣＳ委員が中心となって熟議しました。児童

はフセンに積極的に自分の意見を書いて共有

し、ＣＳ委員は児童の意見を促したり、意見

のグループ分けを行ったりしました。 

 

全校朝会にて、校長からＣＳ委員の役割や、

６年生がＣＳ委員と熟議をすることについて

説明。 

 Step１ 

全校児童への周知 

 

６年生からフセンを使って熟議を行うことに

ついて、様々な意見が！ 

 Step２ 

６年生へのアプローチ 

 

授業参観日にＣＳ委員会を設定することで、

地域コーディネーター・ＰＴＡ・保護者の参

加を促す。 

 Step３ 

参加者へのアプローチ 

～事前準備～ 

・発言が苦手な子も意見を出せる。 

・参加しているみんなの意見が知ることが 

できる。 

・模造紙にみんなの意見を書いたフセンを

貼ったもの（完成した模造紙）を掲示して、

他学年の児童にも見てもらいたい。 

～熟議～「みんなでつくるワクワクする学校」 

友だち・仲良し   

というキーワードが

たくさん出てきた。 

児童にとって、ＣＳ委員会の

存在と取組を知る良い機会に

なります！ 

蓮根小学校芦谷校長先生が考える児童と熟議をする 

目的と効果について 

・ＣＳ委員が児童の想いを聞いて、どうすれば実現できるかを一緒

に考える機会になる。 

・児童にとっては、自分たちの学校を自分たちの力でより良くして

いく気持ちを高めることができる。 


